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令和６年度 事業計画 

 

１．基本方針 

シルバー人材センターは、就業を希望する高齢者に対し、臨時的・短期的または軽易な作業を組織

的に提供することにより、高齢者の社会参加の促進とあわせて健康や生きがいを増進し、高齢者が長

年の経験により培ってきた知識・能力を地域に活かすことによって、活力ある地域社会を実現する一

端を担っています。 

このようなシルバー人材センターの活動を計画的に推進するため、昨年度、「大和市シルバー人材

センター(以下、「センター」という。)」では、５年を期間とする第４次基本計画(令和６年度から令

和１０年度)を策定しました。 

 今年度は、新たに策定した第４次基本計画に基づき、次の施策を中心に事業を推進してまいります。 

 

（１）会員の入会促進 

改正高年齢者雇用安定法の施行により、事業主が行う高齢者への雇用確保措置は６５歳までが義務

化、７０歳までが努力義務となったことから、就業意欲のある高齢者が増え、令和５年９月の総務省

統計局の発表によると高齢者就業者数は、９１２万人と過去最多となっています。 

一方で、就業環境、就業機会が増え多様化することは、当センターでの新規入会者の増加にはつな

がらず、加齢や健康上の理由、他で就業が決まったとの理由から退会する会員も少なくありません。

会員の増強を図るためには、新規会員の掘り起こしが重要になっています。 

これらのことから、広報やまとへの広告掲載やリーフレットの全戸配布等、効果的なＰＲを行うと

伴に、「会員紹介カード」を活用し、新規会員の獲得に努めます。特に、女性会員は男性会員に比べ

割合が少ないことから、女性会員の入会促進を強化してまいります。 

 

（２）就業の拡大 

会員の持つ資格や職歴等の情報に基づいた就業可能な新たな職域の開拓に努めるとともに、高齢化

の進展や共働き世代の増加による家事支援サービスの需要に応えるため、家事支援業務の拡大を図り

ます。 

なお、上記を含め、基本計画に基づく事業実施計画は次のとおりとします。 

 

２. 事業実施計画 

（１）会員の増強 

  ①女性会員の入会促進 

   ・女性会員の希望に合った仕事の開拓等により、女性にとって魅力あるセンターとなるよう努

めます。 

   ・女性会員による友人知人の勧誘や、男性会員に夫婦での加入を働きかけます。 

   ・女性会員の入会の動機づけにもなるよう、炊事、洗濯等、女性がこれまで家庭で行ってきた

作業を活かせる家事支援業務等のＰＲに努めます。 

 

  ②新規会員の積極的な入会促進 

   ・入会説明会を月２日（４回）開催することに加え、出張説明会を開催する等、新規会員の獲

得に努めます。 

   ・入会希望者に対しては、丁寧かつ親身になって対応し、積極的に入会を促します。 

   ・既存会員の紹介による「会員紹介カード」を活用し、新規会員の獲得に努めます。 
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  ③会員継続の促進 

   ・就業促進や新たな職域の開拓等により、会員の意欲の向上を図ります。 

   ・退会希望者に対しては面談する等、個別状況に応じた親身な対応を図ります。 

 

  ④広報、募集活動の強化 

   ・広報やまと、リーフレット、市政情報モニター、バス車内広告、市内掲示板など様々な媒体

を活用し、広く効果的な広報を行います。 

   ・公共施設等へのチラシの配架等により、広報募集活動を進めます。 

   ・会員による友人知人等の勧誘や、近隣へのポスティング等を働きかけます。 

   ・ホームページでの情報発信を強化します。 

 

  ⑤魅力の発信 

   ・イベント等への参加やボランティア活動等を通して、地域との結びつきを深めます。 

   ・一般市民等を対象とした講座や講習会を開催し、センターの活動に対する市民の関心を高め

ます。 

 

  ⑥仲間づくり・健康づくり 

   ・会員相互の親睦を目的とした事業を実施します。 

   ・健康の維持増進を図るため、保健師等による健康相談や介護予防教室等を開催します。 

   ・会員が長年培ってきた趣味を教える講座等を開催し、職域を超えた会員同士の親睦を深めま

す。 

 

（２）就業の拡大 

  ①未就業会員の就業促進 

   ・会員の就業相談に随時対応するとともに、就業相談を毎月開催し、個別の状況に応じたきめ

細やかな対応を図ります。 

   ・未就業会員に対して、文書やショートメール等を活用した就業情報の提供を迅速に行います。 

 

  ②女性が働きやすい環境づくり 

   ・女性会員にとってより働きやすい環境となるよう、ヒアリング等により女性の意見を集約し

運営に反映していきます。 

   ・多様な働き方が選択できるよう、職種の拡大に努めます。 

 

  ③新たな職域の開拓と業務の拡大 

   ・会員が持つ資格や職歴等の情報に基づき、就業可能な新たな職域の開拓に努めます。 

   ・市民に対して家事支援業務の内容を広くＰＲするとともに、会員の人材発掘と新規募集を行

い、業務の拡充を図ります。 

   ・パソコン教室や包丁研ぎ等、会員の知識や経験を活かした独自事業を推進します。 

   ・社会状況の変化に応じた新規事業の開拓に努めます。 

 

  ④知識や技術の向上 

   ・接遇や安全運転等、就業に必要な基本的知識の習得のための研修を行います。 

   ・専門知識の習得や技術・技能の向上を図るため、職種に応じた講習会等を開催します。 

 

  ⑤適正就業の推進 

   ・請負、委任契約に基づいた適正就業の徹底を図ります。 

   ・請負、委任になじまない会員の就業については、雇用による「労働者派遣事業」を推進しま
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す。 

   ・派遣会員については、「労働契約法」が適用されるため、同法の適正な運用に努めます。 

   ・臨時的かつ短期的な雇用による就業を希望する高齢者に対しては、ハローワークと調整を図

りながら「職業紹介事業」を進めます。 

 

（３）健全財政と組織運営の強化 

  ①健全財政の確保 

   ・令和５年１０月から開始されたインボイス制度の動向を注視しながら、令和１１年１０月ま

での経過措置期間について適正に対応できるよう努めます。 

   ・収支バランスを維持するとともに、運営コストの削減と適正な事務費の確保に努めます。 

 

  ②会員の主体的参加による組織運営 

   ・会員の自主性・自立性を踏まえて、会員が主体となった組織運営を進めます。 

   ・職種班会議等を随時開催し、現場での意見や課題等を集約して組織運営に反映します。 

 

  ③役員機能の強化 

   ・理事会を中心にセンターの発展に向けて課題等の解決・改善に取り組みます。 

   ・重要な経営方針について検討するため、経営会議を開催し、機動性や専門性を高めた組織運

営を進めます。 

   ・女性役員の登用を積極的に図ります。 

 

  ④事務局機能の強化 

   ・社会状況の変化や制度改正等に適切に対応するため、事務の合理化や効率化を進めます。 

   ・センターが抱える課題や懸案事項に適切に対応するため、大和市や神奈川県シルバー人材セ

ンター連合会等関係機関との連携を密にします。 

   ・シルバーサポーター等を配置し、事務局業務への活用を図ります。 

   ・職員１人ひとりが能力を十分に発揮できるよう人材育成を図ります。 

 

  ⑤「フリーランス新法」への対応 

・令和６年秋にフリーランス新法（「特定受託事業者に係る取引の適正化等に関する法律」）

の施行が予定されています。請負・委任の形態の就業については、会員が特定受託事業者

に該当することから、発注者・センター・会員の三者間の契約となるため、契約方法の見

直しを行います。適切な変更時期の検討、発注者・会員への周知等、円滑に移行できるよ

う進めます。 

 

（４）安全就業の徹底 

  ①安全管理体制の充実 

   ・職種班会議等を随時開催し、就業者に対して安全就業の周知徹底を図ります。 

   ・安全就業に向けた講習会を開催する等、安全意識の高揚と事故防止に向けた取り組みを進め

ます。 

   ・会員が安全に就業できるよう熱中症対策や安全就業等に関する情報を提供します。 

 

 


